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研究紹介の本⽂︓  

ヒトの脳組織は、神経細胞やグリア細胞、⾎管や軸索など、多様な構成因⼦が複雑に
絡み合い、共同的に機能を発揮していることから、⽣命科学において最も夾雑性の⾼い
標本である。本研究では、これまでに開発された屈折率調整液の課題を克服することで
ヒト脳組織の透明化技術を完成させると共に、組織透明化における根本的な化学的原理
を明らかにする。また、これまでに得られたケミカルプローブをシーズとし、より特異
性を⽰す分⼦プローブへと機能化させるための合理的スクリーニング⼿法を開発し、3D
神経病理診断に必須なプローブを開発する。透明化および 3D イメージングの基盤となる
化学的概念の樹⽴を⽬指す。 
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